








This paper explores how Tadashi Imai, a film director active after the Pacific 
War, added realism to his films. It is commonly believed that And Yet We Live (1951) 
was his first film with full-scale social realism; however, elements of realism appear 
as early as Until the Day We Meet Again (1950). Until the Day We Meet Again has 
been known as a melodramatic work but not a realistic one. Imai hoped the film 
would be commercially successful, but he stuck to his belief that the central 
character could not strongly protest against war even though the audience may want 
him to do so, because Imai did not think that such a character would be realistic. 
This paper mainly refers to Blue Mountains (1949), Until the Day We Meet Again 
(1950), and And Yet We Live (1951). Imai made these three consecutive works 
immediately after Japan's defeat in the war, and in each of them, he involved aspects 
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2.2 J・O 入社と時代背景 
























13 今村昌平他編、『戦争と日本映画－講座日本映画 第４巻－』岩波書店、1986 年、204－
205 頁。 
14 『FC：フィルムセンター80 今井正監督特集』５頁。 































16 四方田犬彦『日本映画史 100 年』集英社、2000 年、96－97 頁。 





実」『中央公論』1958 年３月号、113 頁。） 










































































23 若森繁男発行『丸山眞男（KAWADE 道の手帖）』河出書房新社、2006 年、14 頁。 
24 梶冬彦「シナリオ研究 青い山脈」『映画芸術』1949 年５月号、13 頁。 
































27 山内達一『キネマ旬報』1949 年 7 月上旬号。引用は『今井正映画読本』、194 頁より。 
28 梶冬彦「シナリオ研究 青い山脈」『映画芸術』1949 年５月号、14 頁。 
29『戦争と日本映画－講座日本映画 第４巻－』209－210 頁。 









































32 『戦争と日本映画－講座日本映画 第４巻－』、210 頁。 


































34 岩崎昶、同上、224 頁。 
35 同上。 
36 今村太平『イタリア映画 現代芸術選書５』早川書房、1953 年、11 頁。 



































話社、2018 年、184 頁。 































40 岡田晋「抵抗する自我―今井正論―」『映画芸術』1958 年８月号、23－24 頁。 




いう青年でもあり得たのだと考えて納得した。」と述べている。（佐藤、2006 年、255 頁。） 




































43 平野、370 頁。 
44 佐藤、2006 年、255－256 頁。 







































































47 「思いつくまま（二） 屑屋開業」『映画手帖』58 頁。 
48 草壁久四郎「どっこい生きてる」『キネマ旬報 臨時増刊』1982 年５月号、190 頁。 

































会科学』2014 年 11 月号、17 頁。 
50 松本酉三「日本映画を守るもの――『どっこい生きてる』の制作報告から」『ソヴェト映
画』1951 年 8 月号、14－15 頁。 




































52 草壁、191 頁。 
53 阿部十和「どっこい生きてる――作品批評」『映画評論』1951 年８月号、83 頁。 
54 宇佐美誠一「『どっこい生きてる』を見て」『新日本文学』1951 年７月号、80 頁。 
55 同上。 


































57 岸松雄「愚問賢答 今井正氏の作品と意見」『キネマ旬報』1958 年 10 月上旬号、51 頁。 





























































































四方田犬彦（2000）『日本映画史 100 年』東京：集英社 
49今井正作品と 「リアリズム」
